
いっしょに笑顔になる未来へ。
YUZUKA・Create803・レストランゆずのきで「はたらく」仲間を募集中！
私たちは、一人ひとりの特性を「強み」に変え、社会を支える側へと伴走する就労継続支援B型
事業所です。楽しいだけじゃない仕事だからこそ、やり遂げたときの笑顔には
真の生きがいが宿ります。

【対象となる方】  障がいのある方で、働くことに挑戦したい方、ご家族の方
【お問い合わせ】  社会福祉法人 柚の木福祉会（窓口：入江）
　　　　　　　　電話：092-931-8022092-931-8022 / 見学は随時受け付け中です

募集

ともに きる
2026年テーマ

生 福祉

日常のキラキラ を
インスタで更新中！！

ふれあいの部屋

柚の木福祉会

レストランゆずのき

あなたの
“いいね”が
力になります。
インスタで応援
してください♥

秋の香り豊かな食材を一度に味わえる秋の香り豊かな食材を一度に味わえる
贅沢なお弁当です贅沢なお弁当です

誰一人取り残さない誰もが安心して生活できる住みよい社会を作る柚の木福祉会柚の木福祉会
使 命命

福祉は特別なことではなく、毎日の暮
らしの中にある   “だれかを思う気持ち”
です。寄り添い、いっしょに歩きなが
ら、支える人も支えられる人も、いっ
しょに笑顔になっていく・・それが福
祉だとわたしたちは思うのです。

「「ははたらく」がたらく」が
生きる誇りになる。生きる誇りになる。

～ わたしたちがここで守り続けるもの ～～ わたしたちがここで守り続けるもの ～

「ま、いいか」は
美味しくない。

妥協を許さない職人としての手仕事
ーYUZUKAの物語ー

「あなたがいないと、
完成しない。」

社会とつながる糸を、より太く、確かに紡ぐ
ーCreate803の物語ー

20年目の
「おかえりなさい」
街の食卓を磨き上げる清掃プロの帰還

ーレストランゆずのきの物語ー

　心配されていたお天気も嘘のよ
うに快晴となった志免南小学校の
運動会。今年度もふれあいの部屋
は、３・４年生と一緒に「ソーラン
節」と「炭坑節」を踊りました。
　大きなかけ声とキレのいい動き。
観客の方々の声援と応援に、ふれ
あいの皆さんにもいい笑顔があふ
れていました。
　こどもたちのリレーや演技に、拍
手をしたり、声援を送るふれあいの
皆さんの眼差しは本当に優しくて、
澄み切っています。
　運動会でがんばったあとは、楽し
みにしていた50周年記念「バルーン
リリース」。
　「志免南小学校50歳、おめでと
う！！」青空に色とりどりのバルー
ンがみんなの夢をのせて高く高く
舞い上がりました。

感動！ 志免南小学校運動会＆創立50周年記念イベント「バルーンリリース」感動！ 志免南小学校運動会＆創立50周年記念イベント「バルーンリリース」

WEBではもっとたくさんのWEBではもっとたくさんの
笑顔をお届けしています！笑顔をお届けしています！
QRコードからご覧ください♥QRコードからご覧ください♥

柚レターの続きはこちら柚レターの続きはこちら

20個からご注文承ります。ご指定の場所までお届けします
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寿寿
1,450 円税込

ご予約限定価格

1,800 円税込

ご予約限定価格

秋秋
麗麗

福福

社会福祉法人 柚の木福祉会 811-2202  糟屋郡志免町志免4-22-11 ゆずのきテラス3F
Tel.092（931）8022  Fax.092（931）8032

マークは利用者様を待っています！
（受け入れ可能な事業所です）

障
が
い
者
福
祉（
日
中
）

障
が
い
者
福
祉（
夜
間
）

児
童
福
祉
地
域

在
宅

高
齢

相
談

あなたのおそばに ヘルパーステーション 福
811-2202 糟屋郡志免町志免4-22-11 ゆずのきテラス3F Tel.092（931）8033

居宅介護

すりーる
811-2202 糟屋郡志免町志免4-22-11 ゆずのきテラス3F Tel.092（937）6545

こども発達相談・成人相談

カムカムホーム和
811-2114 糟屋郡須恵町上須恵1243-2 Tel.092（934）0213

夜間共同生活援助

BFクローバー
811-2201 糟屋郡志免町桜丘3-25-12 Tel.092（935）7611

夜間共同生活援助

おりひめ
812-0863 福岡市博多区金の隈2-14-18 Tel.092（558）7577

夜間共同生活援助

大楠早見
811-2128 糟屋郡宇美町宇美中央1-5-28 Tel.092（410）5381

夜間共同生活援助

Candy
811-2114 糟屋郡須恵町上須恵953-2 Tel.092（957）0015

夜間共同生活援助

みらい体験
  Tel.090（3775）1030

夜間共同生活援助

PK2
811-2202 糟屋郡志免町志免4-22-11 ゆずのきテラス5F Tel.092（937）5677

学童期発達支援

ほっ！You
811-2202 糟屋郡志免町志免4-22-11 ゆずのきテラス4F Tel.092（957）7160

幼稚園・保育園等の訪問

インターンシップ
811-2208 糟屋郡志免町大字吉原688-1 Tel.092（936）5427

日中一時支援（中学生以上）

Powerful Kidsこども発達センター
811-2202 糟屋郡志免町志免4-22-11 ゆずのきテラス4F Tel.092（957）7150

こども発達総合受付・乳幼児発達支援

福祉創造塾 柚の木学園 生活力を上げて就労へ
811-2208 糟屋郡志免町大字吉原688-1 Tel.092（936）5427

生活介護

福祉創造塾 あゆみのもり須恵 充実した人生を
811-2113 糟屋郡須恵町大字須恵431-1 Tel.092（934）3915

生活介護

福祉創造塾 ふれあいの部屋
811-2208 糟屋郡志免町大字吉原556志免南小学校内 Tel.092（719）0777

福祉発信

YUZUKA  Pâtisserie et Cuisine
811-2114 糟屋郡須恵町上須恵1167-3 Tel.092（692）6813

福祉就労

Create803
811-2101 糟屋郡宇美町宇美4-2-10-203 Tel.092（934）3015

福祉就労

レストランゆずのき
819-0006 福岡市西区姪浜駅南1-10-11 Tel.092（894）5555

福祉就労

みんなの家ゆず
811-2208 糟屋郡志免町大字吉原695-1 Tel.092（410）7207

高齢者小規模多機能型居宅介護

賛助会員様募集！ [振込先]�柚の木福祉会を
応援する会

●郵便振替 17460-61436511
●銀行振込 福岡銀行 月隈支店 普通324104

“柚の木だより”による福祉発信に
大切に使わせていただきます。

応援ありがとうございます！！ 
賛助会加入 	　クロダミヨコ様　ヒロカワマコト様　平野一幸様
	 　フクナガヨシユキ様　ウラベユウコ様　水早利子様

いただき物 	　西村様　吉村様　丸山様　石田様　城野様　佐藤様　杉様　古賀様
	 　間島様　森川様　古川様　セルプセンター福岡様プラス 志免南小学校の

児童の皆さん

食べるボランティアさん

レストランゆずのきの
お客様

ボランティアさん
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編集　社会福祉法人
　　　柚の木福祉会

柚の木福祉会の広報誌（季刊発行）

～ ～夢をあきらめないで　
柚の木だより

QSK令和８年8月　№３８7

賛助会員様募集！ [振込先]�柚の木福祉会を
応援する会

●郵便振替 17460-61436511
●銀行振込 福岡銀行 月隈支店 普通324104

“柚の木だより”による福祉発信に
大切に使わせていただきます。
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あの日、この日の
　　風景をお届けします

プチ

柚レター
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　恒例の須恵中学校柔道部との交流会
の流れで、今年は須恵町「おやじの会」
主催「須恵中学校図書館の本棚づくり」
に柚の木グループホームが合流させて
いただきました！
　会のメンバーには大工さんもいらっ
しゃって、丁寧に教えていただきまし
た。心配をよそに、いざ始まるとペンキ
を塗るのも、電動工具を扱うのも、大工
見習いかと思うほど利用者様の能力開花
の場となりました。お声がけ、ありがと
うございます！！ またぜひご一緒に♥

須恵町おやじの会×柚の木福祉会GH　本棚づくり～須恵町おやじの会×柚の木福祉会GH　本棚づくり～

　須恵町に本社を構え、大型自動車の修理な
どを行っておられる「イーエム九州」様より、
あゆみのもり須恵はバランスボール・リング
ベル・指絵の具セット、そしてグループホー
ムはホットプレート、YUZUKAはミキサー
をいただきました。
　YUZUKAでは生産性向上で利用者様の
仕事を増やすことができています。グルー
プホームでは「週末はホットプレートで何す
る？」がうれしい合言葉になりました。あゆ
みのもり須恵では演奏に参加できる方が増
えたり、創作活動がダイナミックになった
り、バランスボールで体の軸を整えるととも
に、情緒の安定やリフレッシュ効果も見られ
ています。いつもお心寄せいただき、温かい
ご支援をありがとうございます！！

地元企業「イーエム九州様」に応援いただきました！地元企業「イーエム九州様」に応援いただきました！

ありがとうございます！ありがとうございます！
大切に使わせていただきます大切に使わせていただきます

　こども発達センター「パワ
フルキッズ」では、こどもた
ちと一緒に、年に２回、避難
訓練をしています。階段を
使った避難ルートの確認で
は、どの子も約束をしっか
り守り、とっても上手に避
難することができました。
安全第一で、楽しく過ごせ
る環境をつくっていきます。

いのちを守る合言葉！「おはしも」上手に避難できたよ！いのちを守る合言葉！「おはしも」上手に避難できたよ！

ドッコイショドッコイショ
ドッコイショドッコイショ

ソーランソーラン
ソーランソーラン



未来のために 今 できること

株式会社

柳原産業
●一般廃棄物処理業
 （宇美町 ・ 久山町）

●産業廃棄物収集運搬業
 （九州全県 ・ 他県）

糟屋郡宇美町障子岳南 3-4-12
TEL 092-932-0648 （代表）

福岡県糟屋郡宇美町宇美3-1-1

姪浜米屋 YOSHIMURA RICE SHOP

三代目
吉村正太
Yoshimura Shouta

吉村商店

〒819-0055〒819-0055
福岡市西区生の松原4丁目45-1 福岡市西区生の松原4丁目45-1 

マット・モップ各種 空気清浄機 浄水器

ダスキン志免
志免町吉原120-1
 0120-35-2634
FAX 935-2707

大型自動車修理大型自動車修理
～物流の安心を支えます～

福岡県糟屋郡須恵町植木181-1
Tel 092-719-1222　Fax 092-719-1226

理事長　太田一州
糟屋郡須恵町須恵777-5
TEL 092-932-8877

糟屋郡須惠町旅石115-483
（新生バス停前）TEL935-3755

医 療 法 人 社 団

正信会 水戸病院
　　理事長 増田住博
　　　院長 白橋　斉

携帯 070-5497-9777
担当 渡邉潤一

福岡市博多区博多駅前2-12-9 5階
TEL 092-415-6311 FAX 092-415-6511
E-mail　jes@deluxe.ocn.ne.jp

福岡県知事登録旅行業
第2-656号

マツダオートザム 福岡東

新車販売　中古車販売
車検・点検　鈑金・塗装
自動車保険上級代理店

業務内容

志免町南里 2丁目10-12
TEL� 092-935-0599
FAX� 092-935-4995

株式会社

一級建築士事務所 代表者 黒川 悟

宇美町障子ヶ岳南2-12-3
TEL 092-932-8852

（有）スペースプラン創作家

URL:http://sousaku-ya.jp
0120-328-851

相続登記なら
お任せください！

（司法書士・土地家屋調査士・行政書士）

丸山法務総合事務所

糟屋郡粕屋町長者原東１丁目11-30
（福岡法務局粕屋出張所前）

TEL 092-938-6436

福岡市西区姪浜駅南 3-11-22

https://www.tsujinodenkikouji.com
092-894-3511

福岡県指定　居住支援法人

辻野電気工事有限
会社

生活を支える相談窓口です！

住まい 生活 終活

〒811-1213  那珂川市中原3-130-801
TEL  092-951-0800
FAX  092-951-0801
e-mail:kyushu@k-ioisrv.com

㈱マイホームナビ
えんや

福岡市東区千早 5-12-9
092-410-8491

住宅に関する
お金の相談は
お任せください！

広い視野に立った総合設備業として
「人」「環境」「技術」の

快適な調和をめざし、豊かな地球環境の
創造に力をつくします。

地域の皆様に
選ばれ続ける企業をめざします。

福岡市西区羽根戸126-1
TEL 092-811-9105
FAX 092-811-9109

福 岡 西 営 業 所 明治安田生命
多良恵理

柚の木福祉会
応援団長

地
域
を
支
え
る
協
賛
企
業
の

皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ゆずはあなたの暮らしに寄り添う介護相談の窓口です

小規模多機能型居宅介護「みんなの家ゆず」
福岡県糟屋郡志免町吉原695-1

092(410)7207

介護の相談いつでもどうぞ。
通い

訪問

相談

泊まり

【相談】【通い】【訪問】【泊まり】【相談】【通い】【訪問】【泊まり】
バラバラ契約はもういらない。バラバラ契約はもういらない。

みんなの家ゆずならみんなの家ゆずなら
必要なケアをひとまとめ。必要なケアをひとまとめ。

わたしたちのこと

Pâtisserie et Cuisine

YUZUKA
事業　障がい福祉サービス
　　　就労継続支援Ｂ型

■設立
　2010年

■所在地
　福岡県須恵町上須惠1167-3
　地域活性化センター１F

■定員
　20名

わたしたちがここで守り続けるものわたしたちがここで守り続けるもの
お菓子作りの工程を細やかに分かち合い、だれもが主役になれる時
間です。一つひとつの作業に「できる」を見出し、自信を育むこと。接
客や製造を通じて社会とつながり、働く喜びを分かち合うことです。
ここは、個性が輝くための居場所。一人ひとりが一歩ずつ着実に、
働く力を身につけていく姿を支え続けます。

「
ま
、
い
い
か
」
は
美
味
し
く
な
い
。

「
ま
、
い
い
か
」
は
美
味
し
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

お
菓
子
工
房
「
Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」
の
本
気

お
菓
子
工
房
「
Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」
の
本
気

天
真
爛
漫
な
少
年
の

天
真
爛
漫
な
少
年
の

つ
ま
ず
き

つ
ま
ず
き

　

高
校
卒
業
後
、
Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
に

や
っ
て
き
た
太
田
さ
ん
は
、
ニ
コ
ニ

コ
と
愛
嬌
が
あ
り
、
好
奇
心
旺
盛
な

少
年
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
働
く
」
と

い
う
厳
し
さ
の
前
で
は
、
そ
の
天
真

爛
漫
さ
が
時
に
裏
目
に
。
失
敗
し
た

生
地
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
り
、
ル
ー

ル
や
手
順
の
意
味
を
理
解
せ
ず
先
走

っ
て
し
ま
っ
た
り
。
同
じ
作
業
を
続

け
る
こ
と
も
苦
手
で
、
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
苛
立
ち
か
ら
、
厨
房
を
飛

び
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

「ま
、
い
い
か
」
は

「ま
、
い
い
か
」
は

事
故
に
な
る

事
故
に
な
る

　
「
お
菓
子
は
、
安
全
安
心
と
見
た

目
の
美
し
さ
が
命
。
そ
し
て
私
た
ち

は
プ
ロ
と
し
て
生
産
性
も
問
わ
れ
ま

す
。
職
員
が
や
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
う

が
早
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
は
意
味
が
な
い
ん
で
す
」
と
支
援�

�

員
、
田
原
は
言
う
。

　

彼
女
が
太
田
さ
ん
に
徹
底
し
た
の

は
、
技
術
以
上
に「
社
会
人
と
し
て

の
品
格
」
だ
っ
た
。 

冷
蔵
庫
の
扉
を

足
で
閉
め
た
と
き
、
返
事
の
声
が
小

さ
く
な
っ
た
と
き
、
彼
女
の
鋭
い
声

が
飛
ぶ
。「
ま
、
い
い
か
は
事
故
に
な

る
。
ま
、
い
い
か
は
美
味
し
く
な
い

お
菓
子
に
な
る
」。
慣
れ
か
ら
く
る
甘

え
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

シュー皮
の絞りに

集中する
太田さん

と
も
に
流
し
た
涙

と
も
に
流
し
た
涙

　

あ
る
日
、
彼
の
好
奇
心
が
、
社
会

的
な
責
任
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
問
題

を
引
き
起
こ
す
。
田
原
は
周
囲
が
凍

り
つ
く
ほ
ど
叱
っ
た
。「
あ
な
た
を
本

当
に
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
積

み
重
ね
て
き
た
努
力
を
、
た
っ
た
一

つ
の
過
ち
で
一
瞬
に
し
て
崩
し
て
ほ

し
く
な
い
」。
彼
女
自
身
の
目
か
ら
涙

が
こ
ぼ
れ
た
。
彼
も
号
泣
し
た
。
自

分
の
ロ
ッ
カ
ー
の
扉
の
裏
に「
目
標

と
約
束
」
を
貼
り
、
毎
朝
毎
夕
、
自

ら
の
心
に
誓
い
を
立
て
た
。

　

そ
し
て
、
彼
に
は
「
謝
る
勇
気
」

が
あ
っ
た
。
自
分
に
不
都
合
な
指
摘

で
あ
っ
て
も
、
一
度
ぐ
っ
と
飲
み
込

み
、
認
め
、「
オ
レ
が
悪
か
っ
た
」
と

言
葉
に
出
せ
る
強
さ
が
あ
っ
た
。

　

田
原
の
正
真
正
銘
の
思
い
は
彼
の�

心
に
届
い
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
を

Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
を

背
負
う
存
在
へ

背
負
う
存
在
へ

　

現
在
の
太
田
さ
ん
の
一
日
は
、
鉄

の
ル
ー
テ
ィ
ン
で
貫
か
れ
て
い
る
。

朝
の
挨
拶
、
身
支
度
、
作
業
確
認
、

天
板
の
片
付
け
。 

か
つ
て
は「
手
を

止
め
て
」
と
い
う
指
示
す
ら
聞
け
な

か
っ
た
少
年
が
、
今
で
は
10
㎏
の
小

麦
粉
を
３
時
間
か
け
て
黙
々
と
ふ
る

い
、
寸
分
の
狂
い
な
く
４
４
５
ｇ
ず

つ
小
分
け
に
す
る
緻
密
な
作
業
を
や

っ
て
の
け
る
。

　

何
よ
り
、
危
険
を
伴
う
ス
チ
ー
ム

オ
ー
ブ
ン
の
開
閉
を
任
さ
れ
て
い
る

の
は
、
Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
の
利
用
者
様

で
太
田
さ
ん
た
だ
一
人
だ
。
一
気
に

扉
を
開
け
れ
ば
熱
い
蒸
気
が
噴
き
出

す
。
彼
は
今
、
そ
の
ル
ー
ル
を
完
璧

に
守
り
、
誇
り
を
も
っ
て
天
板
を
取

り
出
し
て
い
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
に
は
二
つ
の
顔
が

型
に
は
二
つ
の
顔
が

あ
る
。
福
祉
と
し
て
の

あ
る
。
福
祉
と
し
て
の

「安
心
」と
、働
く
場
と

「安
心
」と
、働
く
場
と

し
て
の
「厳
し
さ
」。

し
て
の
「厳
し
さ
」。

　

葛
藤
を
繰
り
返
し

　

葛
藤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、自
分
の
中
に

な
が
ら
、自
分
の
中
に

あ
る
甘
え
を
「働
く
者

あ
る
甘
え
を
「働
く
者

の
け
じ
め
」
へ
と
変
え

の
け
じ
め
」
へ
と
変
え

て
き
た
太
田
さ
ん
と
、

て
き
た
太
田
さ
ん
と
、

そ
の
す
べ
て
を
受
け
止

そ
の
す
べ
て
を
受
け
止

め
て
き
た
支
援
員
、田

め
て
き
た
支
援
員
、田

原
。二
人
が
積
み
重
ね

原
。二
人
が
積
み
重
ね

て
き
た
時
間
を
追
う
。

て
き
た
時
間
を
追
う
。

　

仕
事
が
大
好
き
な
太

田
さ
ん
。「
戻
っ
て
き
て
」

と
声
を
か
け
る
と
、
思
わ

ず
全
力
で
走
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
意
欲
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。「
鉄
は
熱
い

う
ち
に
打
て
」
と
言
い
ま

す
が
、
彼
は「
ず
っ
と
熱

い
鉄
」
の
ま
ま
。

　

で
き
な
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
後
戻
り
し
て
も

あ
き
ら
め
な
い
。
で
き
る

ま
で
支
援
し
、
積
み
上
げ

て
い
く
。
そ
れ
が
私
た
ち

の
仕
事
で
す
。

　

彼
ら
が
作
る
お
菓
子
は
、「
支
援
を
受
け
る
た
め
」
の

材
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
べ
た
人
を
笑
顔
に
し
、
社

会
を
豊
か
に
す
る「
支
え
る
側
」
の
作
品
で
す
。

　

今
日
も
、
私
た
ち
は
本
気
で
す
。

ず
っ
と
熱
い
鉄

ず
っ
と
熱
い
鉄

コ
ラ
ム

Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
支
援
員

田
原
有
希
子

わたしたちのこと

Create803
事業　障がい福祉サービス
　　　就労継続支援B型

■設立
　2011年

■所在地
　福岡県糟屋郡宇美町宇美
　4-2-10-203

■定員
　20名

わたしたちがここで守り続けるものわたしたちがここで守り続けるもの
仕事を通じた「できた」という確かな手応えです。ポップコーンの製造や施
設外作業など、多彩な仕事の中で一人ひとりの「得意」を活かしながら責任
感と協調性を養います。
挨拶やマナーといった社会人の基礎を一つずつ積み上げ、自信を持って社
会へ羽ばたけるよう、その一歩一歩を根気よく誠実に支え続けます。

わたしたちのこと

レストランゆずのき
事業　障がい福祉サービス
　　　就労継続支援B型

■設立
　2005年

■所在地
　福岡県福岡市西区
　姪浜駅南1-10-11

■定員
　20名

わたしたちがここで守り続けるものわたしたちがここで守り続けるもの
障がいのあるなしに関わらず、一人ひとりが役割を持ち、ともに働く
喜びを大切にするレストランです。わたしたちが守り続けるのは「お
もてなしの心」と、お客様との間に生まれる「ありがとう」の循環で
す。食を通じて地域とつながり、仕事の中に自分の居場所を見出すこ
と。働く姿が街の景色となり、自然に応援し合える交流を育みます。

都合な現実から都合な現実から

逃げるしかなかった逃げるしかなかった

不不

ロナ禍がもたらしたものロナ禍がもたらしたものココ　かつての秋月さんは、自分の感情をど
う扱えばいいかわからず、もがいていま
した。遅刻は日常茶飯事。職員が近所の
コンビニまで探しに行く日々。しばしば
出る暴言。それが困惑の裏返しであるこ
とはわかっていても、周囲との摩擦は絶
えませんでした。
　ネットで知り合った見知らぬだれか
に会いに行こうとする危うさ。「仕事以
前」の課題が多く、彼はただ「言われた
から、仕方なくここに来ている」だけに
見えました。でも、私たちは知っていま
した。彼はだれよりも素直で繊細な心の
持ち主で、だれよりも「お母さんを悲し
ませたくない」と願っていることを。

　2020年、世界が一変したコロナ禍。
それが秋月さんにとっての大きな転機
となりました。 彼が持つ「手洗いへのこ
だわり」に職員が着目したのです。「秋
月さん、Create803の消毒を任せてい
いですか？」。その言葉が彼の中に眠っ
ていた責任感に火をつけました。手指消
毒はもちろん、テーブル・椅子・食器棚
などもくまなく拭きあげてくれました。
「自分にしかできない役割」が、彼の遅
刻を減らしました。「オレがいないと」・・ 
その小さな責任感が、やがて大きな仕事
へとつながっていくのでした。

　今でも不安に揺れる日も、つい激しい
言葉がこぼれてしまう日もあります。彼
が沈んでいたりイライラしていたら、個
別にじっくり話を聴きます。「歪んでし
まった情報の受け取り方」を、対話を通
して一枚ずつ丁寧に剥がしていきます。
「１回注意したら３回ほめる」「決してイ
ヤな気持ちで帰宅させない」。 
　私たちはこれからも、彼の揺らぎを
丸ごと受け止めながら、明日も笑顔で
Create803の扉を開くことができるよ
うに、彼が必要とされる仕事を創り続
け、言葉をかけ続けます。
　「秋月さん、明日も待ってますね！　
あなたの代わりはいないから。」 
　彼は今も、成長の真っ只中にいます。

たちの誓いたちの誓い私私

　今、秋月さんには食品メーカー「かく
やフーズ」さんの輸出用製品の業務を担
当してもらっています。私たちは、彼が
誇りを持てる「代わりのきかない仕事」
を用意することにこだわりました。この
仕事は彼の聖域となり、出勤直後から終
業間際まで、手を動かし続けます。
　受注・納品時には同席してもらい、企
業担当者は秋月さんの名前を覚え、仕事
ぶりを評価してくださいます。専任の仕
事への自覚は遅刻をなくし、皆勤賞を連
続で取るまでになりました。面倒見のよ
さも自然と出るようになり、実習生やほ
かの利用者様に声をかけたり、手伝う場
面も見られるようになっています。
　彼はもう「支援されるだけの人」では
ありません。Create803に欠かせない
主力メンバーであり、九州の特産品を支
える作り手の一人です。

分だけの「出番」分だけの「出番」自自

あ
な
た
が
い
な
け
れ
ば
、

あ
な
た
が
い
な
け
れ
ば
、

こ
の
仕
事
は
完
成
し
ま
せ
ん
。

こ
の
仕
事
は
完
成
し
ま
せ
ん
。

秋
月
さ
ん
と
私
た
ち
の

秋
月
さ
ん
と
私
た
ち
の
1515
年
の
軌
跡

年
の
軌
跡

社会の隅っこへ行かせない社会の隅っこへ行かせない
　世の中には、障がいがあるとはわかりにくい　世の中には、障がいがあるとはわかりにくい
方々がいます。秋月さんも、 そのお一人かも方々がいます。秋月さんも、 そのお一人かも
しれません。しかし、 その繊細さゆえに、しれません。しかし、 その繊細さゆえに、
社会との境界線上で、足元をすくわれそうになる社会との境界線上で、足元をすくわれそうになる
瞬間が何度かありました。瞬間が何度かありました。
　就労継続支援B型事業所が向き合って　就労継続支援B型事業所が向き合って
いるのは、単なる「作業」の提供いるのは、単なる「作業」の提供
ではありません。ではありません。

　一人の人間の人生を　一人の人間の人生を
社会につなぎとめるために、社会につなぎとめるために、
だれかに必要とされ、 責任をだれかに必要とされ、 責任を
全うさせる体験を全うさせる体験を
積み重ねること、積み重ねること、
そして本人の存在価値をそして本人の存在価値を
伝え続ける地道で、伝え続ける地道で、
本気の伴走です。本気の伴走です。

一
般
就
労
で
の
苦
悩

２
日
間
の
挑
戦
と

２
日
間
の
挑
戦
と

一
年
間
の
沈
黙

一
年
間
の
沈
黙

　

19
年
勤
め
た
レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
ず
の
き
を

離
れ
ホ
テ
ル
の
洗
い
場
へ
。

　

そ
こ
で
彼
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
ス
ピ

ー
ド
と
正
確
さ
を
求
め
ら
れ
る
、
支
援
の

な
い
現
場
で
し
た
。
ゆ
ず
の
き
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
種
類
の
食
器
や
カ
ト

ラ
リ
ー
、
漢
字
や
ロ
ー
マ
字
で
の
書
類
記

入
、
残
飯
の
重
さ
や
時
刻
の
記
録
。
苦
手

な
こ
と
が
大
き
な
壁
と
な
っ
て
立
ち
は
だ

か
り
ま
し
た
。「
誰
に
聞
け
ば
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
孤
独
な
２
日
間
。
家
族
に
こ

ぼ
し
た「
も
う
ム
リ
か
も
し
れ
な
い
」。

退
職
、
そ
し
て
リ
ス
タ
ー
ト

「戻
る
」
勇
気

「戻
る
」
勇
気

　

自
信
を
失
い
、
焦
り
や
不
安
の
日
々
。

「
戻
っ
て
お
い
で
よ
！
」
と
い
う
元
同
僚
の

声
に
も
素
直
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
一

年
が
経
過
し
た
頃
、
意
を
決
し
ま
し
た
。

　
「
ゆ
ず
の
き
に
戻
り
た
い
」。
そ
れ
は
単

に「
元
い
た
場
所
に
戻
る
」
の
で
は
な
く
、

現
実
に
向
き
合
い
、
再
び
社
会
と
つ
な
が

る
た
め
の
今
井
さ
ん
の
人
生
の
本
気
の
選

択
で
し
た
。

　

Ａ
型
の
と
き
よ
り
も
給
料
は
下
が
る
。

　

そ
れ
で
も「
自
分
の
小
遣
い
は
自
分
で

稼
ぎ
た
い
」、
そ
し
て「
だ
れ
か
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま

し
た
。

職
人
の
横
顔

レ
ス
ト
ラ
ン
を
支
え
る

レ
ス
ト
ラ
ン
を
支
え
る

「お
も
て
な
し
の
心
」

「お
も
て
な
し
の
心
」

　

今
井
さ
ん
の
清
掃
は
、
単
な
る
作
業
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
を
自
在

に
操
り
、
業
者
さ
ん
も
驚
く
仕
上
が
り
を

生
む
技
術
。
そ
し
て
彼
は
、
磨
き
上
げ
た

床
に
問
い
か
け
る
よ
う
に
呟
き
ま
す
。

　
「
ち
ゃ
ん
と
き
れ
い
に
な
っ
た
か
な
」

「
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
か
な
」

　

心
を
磨
く
よ
う
に
床
を
磨
い
て
い
く
。

今
井
さ
ん
は
、
磨
き
上
げ
た
輝
き
の
な
か

に
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
お
客
様
の
笑
顔
を

映
し
出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
さ
な
職
人
た
ち

だ
れ
か
の
役
に
立
ち
た
い

だ
れ
か
の
役
に
立
ち
た
い

社
会
を
「支
え
る
」側
へ

社
会
を
「支
え
る
」側
へ

　

福
祉
施
設
は
支
援
を
受
け
る
だ
け
の
場

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
井
さ
ん
の
よ
う

に
、一
度
は
外
で
傷
つ
い
て
も
、こ
こ
で
自

信
を
取
り
戻
し
、確
か
な
技
術
で
１
０
０

席
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
清
潔
に
保
ち
、お
客

様
に「
美
味
し
い
」の
土
台
を
提
供
し
続
け

る
職
人
の
い
る
場
。彼
ら
は
社
会
を
支
え

る
側
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
、私
た
ち
が
考
え
る
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
で
す
。

●
喪
失
感
が
一
気
に
な
く
な
り
、
心
が
穏

や
か
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
休
暇
明
け
の
同

僚
が
戻
っ
て
き
た
感
覚
で
す
。

●
今
井
さ
ん
の
清
掃
の
お
か
げ
で
気
持
ち

よ
く
働
け
ま
す
。

●
休
職
の
時
間
は
決
し
て
ム
ダ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
生
の
幅
を
広
げ
た
新
た
な
挑
戦

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
今
井
さ
ん
は
、
だ
れ
か
の
た
め
に
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
。
全
ク
ル
ー
の
お

手
本
で
す
。

●
レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
ず
の
き
に
は
今
井
さ
ん

が
必
要
で
す
。

「
戻
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」

「
戻
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」

コ
ラ
ム

ス
タ
ッ
フ
か
ら

今
井
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
ず
の
き
の
床
が
輝
き
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
ず
の
き
の
床
が
輝
き
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
の
Ｂ
型
へ
の
移
行
（創
業
時
は
Ａ
型
）
を
機
に
、

２
０
２
４
年
の
Ｂ
型
へ
の
移
行
（創
業
時
は
Ａ
型
）
を
機
に
、

一
度
は
ゆ
ず
の
き
を
卒
業
し
て
、
一
般
就
労
に
挑
戦
し
た
清
掃
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、

一
度
は
ゆ
ず
の
き
を
卒
業
し
て
、
一
般
就
労
に
挑
戦
し
た
清
掃
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、

今
井
さ
ん
が
戻
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

今
井
さ
ん
が
戻
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
「戻
る
」
と
い
う
決
断
の
裏
に
は
大
き
な
葛
藤
と
、

し
か
し
、
そ
の
「戻
る
」
と
い
う
決
断
の
裏
に
は
大
き
な
葛
藤
と
、

そ
れ
を
支
え
た
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
支
え
た
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

お
か
え
り
な
さ
い
、
今
井
さ
ん
。

お
か
え
り
な
さ
い
、
今
井
さ
ん
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
帰
還

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
帰
還
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